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第 回

全
国
知
事
会
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
に
思
う

　

7
月
15
日
（
火
）
佐
賀
県
に
て
開
催
さ
れ
た

全
国
知
事
会
で
、
先
般
5
月
に
日
本
創
成
会
議

（
座
長　

増
田
寛
也
元
総
務
大
臣
）
か
ら
発
表

さ
れ
た
、
将
来
の
日
本
の
人
口
減
少
の
試
算
を

重
く
受
け
止
め
、
知
事
会
と
し
て
人
口
減
少
の

危
機
感
を
共
有
し
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」

を
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
創
成
会
議
で
は
、
人
口
減
少
の
要
因
と

し
て
、
若
年
女
性
（
20
歳
～
39
歳
）
の
減
少
と

都
市
圏
へ
の
若
者
の
流
出
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
で
働
き
・
学
び
・
暮
ら

す
場
を
い
か
に
形
成
す
る
か
、
政
府
・
自
治
体

の
役
割
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
創

成
会
議
の
試
算
は
、
26
年
後
の
２
０
４
０
年
に

は
、
現
在
１
、
７
９
７
の
自
治
体
の
う
ち
８
９

６
程
度
の
自
治
体
で
若
年
女
性
の
人
口
が
半
減

し
、
将
来
的
に
自
治
体
が
消
滅
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
も
の
で
し
た
。

広
島
県
の
湯
﨑
知
事
も
知
事
会
に
お
い
て
、
首

都
圏
一
極
集
中
に
対
し
て
は
課
題
が
多
く
あ

り
、
人
口
分
散
を
も
含
ん
だ
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
と
力
強
い
発
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

 

安
芸
高
田
市
の
状
況
は
、
日
本
創
成
会
議
の

試
算
に
よ
れ
ば
、
人
口
移
動
が
収
束
し
な
い
と

仮
定
す
れ
ば
、
２
０
１
０
年
に
20
歳
～
39
歳
ま

で
の
若
年
女
性
の
人
数
は
２
、
６
４
３
人
で
し

た
が
、
30
年
後
の
２
０
４
０
年
に
は
１
、
２
２

４
人
に
な
る
、
と
非
常
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
市
町
で
も
同
様
に
、
三
次
市
５
、
２

４
９
人
が
２
、
６
７
６
人
、
庄
原
市
２
、
９
６

０
人
が
１
、
３
１
９
人
、
江
田
島
市
２
、
０
７

８
人
が
６
６
２
人
、
安
芸
太
田
町
４
０
８
人
が

１
１
５
人
、
北
広
島
町
１
、
５
３
１
人
が
７
３

４
人
と
、
い
ず
れ
も
若
年
女
性
は
減
少
の
傾
向

に
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
30
年
後
の
本
市
を
含
む
中
山
間
地
域
の
集

落
の
維
持
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

安
芸
高
田
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
少
子

高
齢
化
対
策
を
必
須
の
課
題
と
と
ら
え
、
新
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
（
お
太
助
ワ
ゴ
ン
等
）、
定

住
住
宅
施
策
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
、
婚
活
推

進
事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
等
の
事
業
を
推
進

し
、
一
定
程
度
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今

後
、
高
齢
化
が
深
刻
化
す
る
安
芸
高
田
市
に
お

い
て
は
、
こ
の
度
の
知
事
会
の｢

少
子
化
非
常

事
態
宣
言
」
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
長
期
的
な

視
野
を
見
据
え
た
、
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
て

行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
幸
い
、
安
芸

高
田
市
は
広
島
都
市
圏
に
近
く
、
市
内
を
芸
備

線
、
中
国
縦
貫
道
、
国
道
54
号
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
貫
通
し
て
お
り
、
更
に
は
広
島
空
港
へ
の
ア

ク
セ
ス
と
し
て
東
広
島
高
田
道
路
の
計
画
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
広
大
な
農
地
・

山
林
や
空
き
家
・
耕
作
放
棄
地
等
を
有
効
活
用

し
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
日
本
人
に
よ
る
安
芸

高
田
市
の
就
労
人
口
が
激
減
し
ま
す
。
医
療
・

介
護
・
商
工
業
に
従
事
す
る
優
秀
な
人
材
が
都

会
・
大
企
業
に
流
出
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
の
回
復
に
よ
り
こ
の
傾

向
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
６
年
前
か
ら

女
性
の
社
会
進
出
を
促
す
男
女
共
同
参
画
社
会

の
構
築
や
優
秀
な
外
国
人
の
受
け
入
れ
が
可
能

と
な
る
多
文
化
共
生
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、

今
後
更
に
対
策
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
将
来
に
向
か
っ
て

安
芸
高
田
市
が
消
滅
し
な
い
よ
う
、
安
芸
高
田

市
の
存
続
を
か
け
、
徹
底
し
た
事
業
の
見
直
し

を
行
い
、
市
民
の
皆
様
と
真
剣
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成26年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

65件

0人

104人

82件

3人

96人

－17件

－3人

＋8人

死 者 数

負傷者数

H26.7末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○高齢者の交通事故防止
　県下的に高齢者の交通死亡事故が増加しています。当所管内に
おいては、幸いに死亡事故は発生しておりませんが、次のことに
注意をして、交通事故防止に努めましょう。
●歩行者
※近くに歩道がある場合は、必ず横断歩道を渡る。
※慣れた道でも油断することなく、確実に左右の安全を確かめる。
※遠くでも、車が見えたら、車が通り過ぎるのを待って横断する。
※夜間は、車から歩行車が見えにくくなります。反射材・ＬＥＤ

ライトを活用し、自らの存在を相手に知らせましょう。
●運転者
※速度は、控えめにする。
※夜間、対向車がいないときはライトを上向きにする。
※閑散な道路でも注意力をもって運転する。

～　反 射 材 の 活 用 を　～
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○管内の交通事故の特徴
※7月中の交通事故の特徴
　・追突・出会い頭・単独事故
　・発生件数は減少しているも、負傷者が増加
　法令遵守と道路状況に応じた適正速度・車間距離の保
持・交差点等における確実な安全確認をお願いします。

　パンフレットを送り付けると同時に、電話でいろいろな勧誘をする詐欺が
多発しています。
　相手は「名義を貸してほしい」と言ってきますが、名義貸しは法律違反です。
　また、「レターパックで送ってほしい」と言ってきますが、現金書留以外
で現金を送ることは法律違反です。
　相手の言いなりになってはいけません。
　お金が儲かる、謝礼を払うなどというおいしい話はありません。

電話があっても、すぐ切って誰かに相談しましょう！

電話勧誘にだまされないで！

「
良
い
人
も
悪
い
人
も
い
る
」は
大
切
で
す
！

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
試
合
終
了
後
、
ゴ

ミ
を
拾
う
日
本
の
人
た
ち
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
り
ま
し
た
。
私
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た

し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
さ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

際
、
ポ
イ
捨
て
す
る
日
本
人
が
い
る
こ
と

も
、
み
な
さ
ん
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
日

本
人
が
礼
儀
正
し
い
と
言
っ
て
も
、
そ
う

で
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
も
事
実

で
す
。
た
だ
、
褒
め
ら
れ
る
と
人
間
悪
い

気
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
逆
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
ノ

ー
と
言
え
な
い
日
本
人
」
と
い
う
こ
と
が

昔
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
う
だ
と
思
い
つ
つ
、

み
ん
な
が
そ
う
と
は
限
ら
な
い
と
思
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
他
、「
日

本
人
は
英
語
が
苦
手
だ
」「
日
本
人
は
縮

み
志
向
で
内
向
き
だ
」
等
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
違
う
人
も
い
る
と
言
い
た
く
な
り
ま

す
。
こ
う
考
え
る
と
、
民
族
を
ま
と
め
て

語
る
こ
と
が
い
い
加
減
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
結
局
、
よ
く
言
わ
れ
る
、

「
ど
の
国
に
も
良
い
人
も
悪
い
人
も
い
る
」

と
な
る
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
人
は
つ
い
つ
い
「
中
国
人
は

○
○
だ
」
と
か
「
日
本
人
は
○
○
だ
」
と

語
っ
て
し
ま
い
ま
す
。な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

実
は
人
間
に
は
「
自
分
た
ち
は
複
雑
に
、

相
手
は
単
純
化
す
る
」傾
向
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
他
人
か
ら
「
日
本
人
は
○
○

だ
」
と
言
わ
れ
る
と
、「
そ
う
で
は
な
い

人
も
い
る
（
も
っ
と
複
雑
だ
）」
と
思
い
、

逆
に
他
人
は
単
純
化
し
、
そ
れ
で
「
わ
か

っ
た
」
つ
も
り
に
な
り
ま
す
。「
韓
国
人

も
様
々
だ
」
と
い
っ
て
も
何
も
理
解
し
た

気
分
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
大
事
な
こ
と
は
、「
ま
と
め
な
い
」

こ
と
で
す
。
日
本
人
も
外
国
の
人
も
人
に

よ
っ
て
違
う
。
そ
の
単
純
な
真
実
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
「
顔
が
見

え
て
く
る
関
係
」
が
生
ま
れ
て
く
る
と
私

は
思
い
ま
す
。
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違
う
文
化
か
ら
日
本
を
考
え
る

人
権
多
文
化
共
生
推
進
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